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千
葉
主
管
で
開
催
さ
れ

る「
つ
ど
い
」は
、
第
１７
回

（
２
０
０
６
／
１０
／
２１
〜

２２
）
横
須
賀
湘
南
短
期
大

学
（
実
行
委
員
長
、
故
松

尾
洋
一
郎
先
生
）「
核
の
傘

は
い
ら
な
い
、
は
ば
た
け

平
和
憲
法
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
て
以
来
に
な
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
核

兵
器
禁
止
条
約
で
、
房
総

の
地
か
ら
核
兵
器
の
暴
走

を
止
め
よ
う
」
と
し
た
。

条
約
批
准
国
が
３６
と
な
り

今
年
中
の
批
准
５０
か
国
が

目
前
に
せ
ま
っ
て
き
た
。

反
核
運
動
が
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
る
な

か
、
千
葉
の
地
で
の
開
催

と
な
る
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
と
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
過
酷

事
故
の
被
害
の
大
き
さ
か

ら
、
テ
ー
マ
は
、
そ
れ
ま

で
の
核
戦
争
防
止
、
核
兵

器
廃
絶
運
動
に
加
え
原
子

力
（
核
）
発
電
か
ら
の
離

脱
や
廃
止
を
求
め
る
声
に

応
え
て
、
脱
原
発
、
福
島

の
原
発
被
曝
が
大
き
な
課

題
と
な
り
、
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
、
１
日
目
に
、
核

戦
争
防
止
、
核
兵
器
廃
絶

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

う
。
被
爆
者
で
千
葉
県
原

爆
被
爆
者
友
愛
会
の
児
玉

三
智
子
氏（
被
爆
の
実
相
、

被
爆
者
の
願
い
）
、
原
水

爆
禁
止
日
本
協
議
会
の
常

任
理
事
の
前
川
史
郎
氏

（
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の

原
水
禁
世
界
大
会
の
意
義

と
運
動
の
方
向
性
、
若
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
、
関

西
学
院
大
学
教
授
の
冨
田

宏
治
氏
（
核
兵
器
廃
絶
の

現
状
と
運
動
の
今
と
こ
れ

か
ら
）
の
三
人
の
方
に
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
お
話

し
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の

後
に
討
論
時
間
を
設
け
議

論
を
深
め
る
予
定
。

同
一
ホ
テ
ル
で
懇
親
会

を
開
き
、
全
国
の
仲
間
と

交
流
を
深
め
、
ま
た
学
生

か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
答

え
た
い
。

２
日
目
は
、
関
東
で
開

か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
福

島
原
発
事
故
に
よ
る
被
曝

に
焦
点
を
あ
て
る
。

青
山
道
夫
氏
（
筑
波
大

学
教
授
）
か
ら
「
福
島
原

発
事
故
の
放
射
性
物
質
の

広
が
り
と
マ
ス
バ
ラ
ン

ス
」、
木
村
俊
雄
氏（
元
東

京
電
力
社
員
）か
ら「
原
発

は
津
波
の
前
の
大
震
災
で

既
に
壊
れ
て
い
た
？
」
、

聞
間
元
氏
（
反
核
医
師
の

会
原
発
被
ば
く
問
題
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
）
か
ら

原
発
被
ば
く
問
題
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
報
告
に
つ

い
て
、
三
人
の
方
か
ら
お

話
を
う
か
が
い
、
短
い
時

間
だ
が
質
疑
討
論
で
福
島

の
実
相
に
迫
り
た
い
。

終
了
後
に
は
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
で
千
葉
県
佐

倉
市
に
あ
る
「
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
（
歴
博
）
」

を
訪
れ
る
。
日
本
の
歴
史

と
文
化
を
た
ど
る
博
物

館
、
テ
ー
マ
ご
と
に
区
分

さ
れ
た
植
物
苑
の
ほ
か
レ

ス
ト
ラ
ン
、
売
店
が
併
設

さ
れ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張

２
０
１
９
年
１１
月
２３
日

か
ら
２４
日
に
か
け
て
、
Ｐ

Ａ
Ｎ
Ｗ
と
し
て
は
２
回
目

の
福
島
現
地
視
察
が
行
わ

れ
た
。

今
回
は
初
日
に
つ
く
ば

か
ら
青
山
道
夫
先
生
（
筑

波
大
教
授
で
環
境
放
射
能

動
態
学
が
ご
専
門
）
、
南

相
馬
か
ら
堀
有
伸
医
師

（
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

開
業
）
を
講
師
に
お
招
き

し
て
、
内
容
の
濃
い
ご
講

演
を
お
聞
き
し
た
（
別
記

事
参
照
）
。
ま
た
福
島
反

核
医
師
の
会
の
松
本
純
、

齋
藤
紀
の
両
先
生
と
福
島

の
現
状
に
つ
い
て
の
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
懇
談
を
行
っ

た
。
甲
状
腺
検
査
は
ほ
と

ん
ど
が
学
校
で
行
わ
れ
て

お
り
、
登
録
さ
れ
た
地
域

の
病
院
や
診
療
所
で
甲
状

腺
検
査
を
受
け
る
人
（
県

民
健
康
調
査
対
象
者
）
は

非
常
に
少
な
い
と
い
う
話

で
あ
る
。

２
日
目
は
あ
い
に
く
の

天
候
で
あ
っ
た
が
、
午
前

８
時
に
福
島
駅
前
を
バ
ス

で
出
発
し
、
県
道
１
１
４

号
で
浪
江
に
、
そ
し
て
浜

通
り
の
双
葉
、
大
熊
、
富

岡
、
楢
葉
、
広
野
を
経
由

し
て
午
後
３
時
に
は
郡
山

駅
に
戻
る
と
い
う
強
行
日

程
と
な
っ
た
。

現
地
の
ガ
イ
ド
に
は
い

わ
き
の
原
発
事
故
の
完
全

賠
償
を
さ
せ
る
会
の
方
に

お
願
い
を
し
、
車
中
に
お

い
て
現
地
の
状
況
を
詳
し

く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

前
回
（
２
０
１
７
年
７

月
）
の
視
察
と
様
相
が
少

し
違
っ
た
の
は
車
窓
か
ら

見
る
景
色
で
あ
る
。
一
つ

は
除
染
土
を
詰
め
た
黒
い

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
の
山
を

ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
と

１０
月
の
台
風
１９
号
の
被
災

の
痕
が
垣
間
見
え
た
こ
と

で
あ
る
。
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
双
葉
な

ど
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の

搬
入
が
進
ん
で
い
る
が
、

そ
こ
で
は
ま
だ
山
積
み
に

な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

車
窓
か
ら
は
雨
模
様
だ

っ
た
た
め
も
あ
る
が
、
避

難
解
除
区
域
で
あ
っ
て
も

人
の
影
が
薄
く
、
車
も
少

な
い
。
２
年
前
と
比
べ
て

帰
還
が
進
ん
で
い
る
よ
う

な
町
の
印
象
は
な
い
。
平

日
な
ら
も
っ
と
車
が
多
い

と
い
う
わ
け
だ
が
、
殆
ど

は
作
業
員
の
車
で
、
コ
ン

ビ
ニ
も
作
業
員
相
手
の
商

売
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
楢
葉
の
復
興
住
宅
街

の
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
で

は
入
居
者
が
そ
れ
な
り
に

増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。収

穫
は
東
電
の
廃
炉
資

料
館
を
見
学
で
き
た
こ
と

で
あ
る
。
モ
ニ
タ
ー
画
面

の
大
き
さ
や
画
像
の
良
さ

は
震
災
の
迫
力
を
十
分
に

感
じ
さ
せ
る
。
画
面
で
の

説
明
で
事
業
者
と
し
て
の

丁
寧
な
お
詫
び
が
ま
ず
流

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
印
象

に
残
っ
た
。

最
後
に
訪
れ
た
広
野
の

再
開
さ
れ
た
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ

で
は
、
付
属
の
ス
タ
ジ
ア

ム
で
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム

の
サ
ッ
カ
ー
大
会
も
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
結
構
な

人
の
姿
が
あ
っ
た
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

一
方
で
地
元
の
産
業
や
住

宅
地
の
復
興
、
そ
し
て
何

よ
り
も
廃
炉
の
見
通
し
は

全
く
不
十
分
な
ま
ま
で
あ

る
こ
と
を
国
民
す
べ
て
が

知
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ

た
。（

反
核
医
師
の
会
原
発

被
ば
く
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
責
任
者

聞
間

元
）

１日目の学習講演会の様子

少
し
前
の
話
に

な
る
が
、
若
狭
の

小
浜
に
旅
行
に
行

っ
て
き
た
。
�
海

の
あ
る
京
都
�
と

も
言
わ
れ
る
歴
史

あ
る
町
で
あ
る
。蓬
嶋
楼（
ほ
う
と

う
ろ
う
）と
い
う
明
治
に
建
て
ら

れ
た
旧
料
亭
を
見
学
し
た
。
贅
を

尽
く
し
た
調
度
が
か
つ
て
の
繁
栄

を
彷
彿
さ
せ
る
。

そ
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

氏
の
勧
め
で
、
近
く
の
常
高
寺
と

い
う
お
寺
に
お
参
り
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
織
田
信
長
の
妹
で
あ
る

お
市
の
娘
た
ち
、
浅
井
三
姉
妹
の

次
女
初
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
戦
国

武
将
の
京
極
高
次
の
妻
と
な
り
、

高
次
は
後
に
小
浜
城
主
と
な
る
。

そ
の
ゆ
か
り
で
、
こ
の
地
に
菩
提

を
と
定
め
た
よ
う
で
あ
る
。
住
職

さ
ん
が
案
内
を
し
て
く
れ
た
。

初
の
姉
、
茶
々
は
秀
吉
の
妻
と

な
り
、
秀
頼
を
生
む
。
妹
、
江
は

家
康
の
嫡
男
秀
忠
の
妻
と
な
っ
て

家
光
を
生
む
。
初
は
時
代
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
も
、
必
死
で
和
平
の

道
を
探
り
歩
い
た
の
だ
ろ
う
。
何

と
か
豊
臣
、
徳
川
の
仲
を
取
り
持

と
う
と
す
る
が
、
空
し
く
生
涯
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。
い
つ
の
世

も
、
戦
争
で
苦
し
む
の
は
女
性
た

ち
で
あ
る
。

さ
て
４
０
０
年
の
時
を
経
て
の

現
代
、
帰
宅
す
る
と
い
き
な
り
中

東
の
緊
迫
し
た
状
況
が
ニ
ュ
ー
ス

で
流
れ
て
き
た
。
一
歩
間
違
え
れ

ば
核
戦
争
に
も
な
り
か
ね
な
い
、

予
断
の
許
さ
れ
な
い
情
勢
が
続
い

て
い
る
。
日
本
は
自
衛
隊
の
派
兵

で
は
な
く
、
和
平
の
仲
介
を
担
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
泉
下
の

お
初
さ
ん
も
、
き
っ
と
そ
う
願
っ

て
い
る
こ
と
と
思
う
。（
Ｙ
・
Ｋ
）

反
核
医
師
の
会
ち
ば
代
表
世
話
人

２０１９
・
１１
・
２３
〜
２４

第３１回 反核医師・医学者のつどい
in 千葉の開催について

第３１回 反核医師・医学者のつどい
in 千葉の開催について

つ
ど
い
実
行
委
員
長

反
核
医
師
の
会

福
島
視
察
会
の
概
要

川
村

実

期間 ２０２０/１０/３１（土）～１１/１（日）＠ホテルグリーンタワー幕張
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福
島
原
発
事
故
後
、
増

え
続
け
る
冷
却
汚
染
水
の

問
題
は
、
最
近
大
き
な
岐

路
を
迎
え
た
。
２
０
１
３

年
経
産
省
が
立
ち
上
げ
た

汚
染
水
対
策
の
専
門
家
会

議
は
、
汚
染
水
の
海
洋
放

出
か
大
気
放
出
を
現
実
的

対
応
と
し
た
う
え
、
決
定

を
政
府
に
丸
投
げ
し
て
議

論
を
打
ち
切
っ
た
。
１
日

に
１
９
０
ト
ン
と
い
わ
れ

る
汚
染
水
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
で
処
理
さ
れ
て
も
、
１

０
０
万
ベ
ク
レ
ル
／
ｌ
と

い
う
基
準
値
の
１６
倍
の
放

射
性
ト
リ
チ
ウ
ム
が
残

る
。汚

染
水
問
題
を
考
え
る

に
は
、
事
故
に
よ
る
放
射

性
物
質
の
海
洋
汚
染
の
実

態
を
科
学
的
に
推
計
す
る

の
が
前
提
だ
が
、
こ
の
推

計
は
専
門
家
と
言
わ
れ
る

人
々
の
間
で
大
き
な
開
き

が
あ
る
。
今
回
、
長
年
に

わ
た
り
海
中
の
１
３
７
Ｃ

ｓ
分
布
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
続
け
、
大
気
圏
内
核
実

験
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
に
よ
る
影
響
も
観
察
さ

れ
て
き
た
青
山
博
士
の
貴

重
な
講
演
を
聴
く
こ
と

で
、
原
発
事
故
が
も
た
ら

し
た
海
洋
汚
染
の
実
態

を
、
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
博
士
は
、

原
発
事
故
後
の
放
射
性
物

質
の
海
洋
へ
の
拡
散
と
分

布
を
考
え
る
場
合
、
海
洋

へ
の
直
接
排
出
に
加
え
、

大
気
中
か
ら
の
降
下
や
地

表
へ
の
降
下
分
の
河
川
か

ら
の
流
入
な
ど
を
総
計
し

考
え
る
重
要
性
を
強
調
さ

れ
た
。
ま
た
、
海
中
で
の

分
布
は
表
層
だ
け
で
は
な

く
、
深
く
沈
み
込
ん
で
の

拡
散
と
移
動
も
３
次
元
で

捉
え
て
、
マ
ス
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
事
故
後
の
海
中
の

放
射
性
物
質
の
広
が
り
の

過
小
評
価
は
、
マ
ス
バ
ラ

ン
ス
の
考
え
方
の
欠
如
が

一
因
と
な
っ
て
い
る
。

青
山
博
士
の
推
計
に
よ

れ
ば
、
大
気
圏
内
核
実
験

に
よ
る
北
太
平
洋
中
の
１

３
７
Ｃ
ｓ
は
、
１
９
７
０

年
代
は
計
２
９
０
±
３０
Ｐ

Ｂ
ｑ
で
、
２
０
１
１
年
に

は
６９
±
７
Ｐ
Ｂ
ｑ
ま
で
減

少
し
た
。一
方
、チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事
故
に
よ
る
北
太

平
洋
中
の
１
３
７
Ｃ
ｓ
の

総
量
は
８５
Ｐ
Ｂ
ｑ
と
推
定

さ
れ
る
。
福
島
原
発
事
故

で
は
、
海
中
へ
の
直
接
の

排
出
に
よ
る
１
３
７
Ｃ
ｓ

は
３
―
６
Ｐ
Ｂ
ｑ
と
さ
れ

る
が
、
大
気
中
へ
の
１
３

７
Ｃ
ｓ
放
出
量
１５
―
２１
Ｐ

Ｂ
ｑ
の
う
ち
、
地
上
へ
の

降
下
分
３
―
６
Ｐ
Ｂ
ｑ
を

除
く
１２
―
１５
Ｐ
Ｂ
ｑ
は
、

北
太
平
洋
に
降
下
し
た
と

考
え
て
よ
い
。
マ
ス
バ
ラ

ン
ス
と
し
て
１５
―
１８
Ｐ
Ｂ

ｑ
程
度
の
１
３
７
Ｃ
ｓ
が

北
太
平
洋
中
に
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
表
層
に

分
布
す
る
７
・
９
±
１
・

４
Ｐ
Ｂ
ｑ
と
ほ
ぼ
同
じ
量

が
、
一
旦
深
く
潜
っ
た
あ

と
、
ハ
ワ
イ
沖
か
ら
日
本

海
ま
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
移
動
し
て
、
日
本
の
太

平
洋
沖
に
戻
っ
て
来
て
い

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
地
表
の
汚
染

と
除
染
の
効
果
を
考
え
る

際
も
、
環
境
生
態
系
を
動

的
に
捉
え
る
マ
ス
バ
ラ
ン

ス
の
視
点
は
欠
か
せ
な

い
。
土
壌
汚
染
か
ら
の
放

射
線
が
経
年
的
に
減
衰
す

る
一
方
、
海
洋
／
土
壌
汚

染
に
由
来
す
る
降
雨
や
、

放
射
性
物
質
を
多
く
含
む

森
林
や
土
壌
か
ら
の
水
に

よ
る
汚
染
が
新
た
に
加
わ

る
。
２
０
１
４
年
か
ら
１８

年
に
か
け
て
の
降
雨
に
よ

る
１
３
７
Ｃ
ｓ
の
汚
染

は
、
年
に
４
―
１０
Ｔ
Ｂ
ｑ

と
推
定
さ
れ
、
水
路
に
よ

る
再
汚
染
は
０
・
７
―
１

・
０
Ｔ
Ｂ
ｑ
と
推
定
さ
れ

る
。
一
方
、
２
０
１
９
年

ま
で
の
除
染
で
、
計
１
３

４
Ｔ
Ｂ
ｑ
の
１
３
７
Ｃ
ｓ

が
除
去
さ
れ
と
推
定
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
福
島
原
発

事
故
で
全
国
を
汚
染
し
た

１
３
７
Ｃ
ｓ
の
４
・
５
％

で
、
除
染
事
業
は
一
定
の

成
果
を
あ
げ
た
。
森
林
へ

の
積
極
的
除
染
が
も
た
ら

す
環
境
生
態
変
化
に
は
未

知
の
部
分
も
あ
る
う
え
、

河
川
や
地
下
水
を
介
し
た

一
時
的
な
汚
染
拡
大
リ
ス

ク
も
あ
り
、
今
後
の
除
染

事
業
に
お
い
て
も
マ
ス
バ

ラ
ン
ス
の
考
え
方
は
重
要

で
あ
る
。

（
単
位
系

Ｐ
ペ
タ
：

１０
の
１５
乗
、
Ｔ
テ
ラ
：
１０

の
１２
乗
）

（
反
核
医
師
の
会
原
発
被
ば

く
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー

大
前
比
呂
思
）

青山道夫先生

堀有伸先生

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介

す
る
と
、
堀
先
生
は
東
大

卒
、
都
内
、
埼
玉
県
の
医

療
機
関
（
精
神
科
）
に
勤

務
、
２
０
１
１
年
震
災
時

に
は
東
京
板
橋
区
の
帝
京

病
院
に
勤
務
し
て
い
て
、

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
南

相
馬
市
原
町
区
に
移
住
。

地
元
の
精
神
科
病
院
の
病

棟
再
開
の
仕
事
を
手
伝

い
、
２
０
１
６
年
南
相
馬

市
鹿
島
区
に
「
ほ
り
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開

業
さ
れ
た
。
福
島
か
ら
見

る
と
「
半
外
半
内
」
の
立

場
の
医
師
と
い
う
こ
と
で

話
し
が
さ
れ
た
。

堀
先
生
は
、
２
０
１
６

年
に
「
日
本
的
ナ
ル
シ
シ

ズ
ム
の
罪
」（
新
潮
新
書
）

を
出
版
。
そ
の
中
で
、
日

本
人
の
場
合
、
他
の
国
々

に
比
べ
て
、
個
人
よ
り
集

団
を
重
ん
じ
る
、
論
理
よ

り
情
緒
に
流
さ
れ
る
、
現

実
よ
り
想
像
に
浸
り
が
ち

と
い
う
「
日
本
的
ナ
ル
シ

シ
ズ
ム
」の
傾
向
が
あ
り
、

日
本
が
成
長
過
程
に
お
い

て
は
力
を
発
揮
す
る
が
、

成
長
か
ら
衰
退
へ
と
向
か

う
難
問
山
積
の
社
会
の
中

で
は
、
様
々
な
軋
轢
を
生

じ
る
と
論
じ
、
そ
の
よ
う

な
視
点
で
今
回
の
震
災
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い

る
。２

０
１
１
年
３
月
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
巨
大

津
波
、
原
発
事
故
か
ら
８

年
に
な
る
が
、
今
だ
に
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害
）
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
で
訪
れ
る
患

者
さ
ん
が
い
る
。

避
難
地
域
が
日
を
追
っ

て
拡
大
し
、
津
波
で
の
直

接
被
害
の
死
亡
か
ら
関
連

死
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

っ
た
。

現
在
は
、
放
射
能
汚
染

に
よ
る
帰
還
困
難
地
域
と

さ
れ
て
い
た
地
域
も
徐
々

に
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
、
つ
い
最
近
、
双
葉
町

大
熊
町
の
一
部
も
解
除
さ

れ
た
。

帰
還
し
た
い
が
、
生
活

が
で
き
る
の
か
？
除
染
は

目
に
見
え
る
所
に
限
ら

れ
、
山
野
は
当
時
の
ま
ま

で
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な

い
。
安
易
に
帰
還
を
促
す

べ
き
で
な
い
し
、
ど
ん
ど

ん
地
域
を
広
げ
て
い
く
の

は
戦
線
を
拡
大
す
る
の
と

同
じ
で
あ
る
。

同
じ
福
島
で
も
賠
償
金

の
格
差
が
生
じ
る
な
ど
、

震
災
時
に
現
地
の
残
っ
た

か
否
か
で
差
が
生
じ
て
い

る
。被

災
地
に
係
る
人
々

が
、
困
難
を
乗
り
越
え
て

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

形
成
し
始
め
て
い
る
。
そ

う
し
た
取
り
組
み
が
豊
か

な
結
果
を
作
り
出
す
こ
と

を
期
待
し
て
、
活
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い
旨
が
強

調
さ
れ
た
。

（
常
任
世
話
人

川
村

実
）

◆

◆

◇日時：２０２０年６月１４日（日）
１０：３０～１５：００（総会は１０：３０―１２：３０）

◇場所 : 東京・渋谷区・新宿農協会館８階会議室

・第１６回全国世話人会総会（午前）
・記念講演（午後）
テーマ：「２０２０年 NPT再検討会議の報告と核兵器禁止条約発効後の

課題等について」（仮題）
・長崎大学核兵器廃絶研究センター 副センター長 鈴木達治郎先生

新型コロナ感染拡大のため、中止・延期とします。新型コロナ感染拡大のため、中止・延期とします。

２０１９年反核医師の会・福島現地
視察会１日目・学習交流会の報告

２０１９年反核医師の会・福島現地
視察会１日目・学習交流会の報告

「
福
島
原
発
事
故
の
放
射
性
物
質
の

広
が
り
と
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
」に
つ
い
て

反 核 医 師 の 会反 核 医 師 の 会
第１６回全国大会のお知らせ第１６回全国大会のお知らせ

筑
波
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
環
境
動
態
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

青
山
道
夫
先
生
の
講
演

反核医師の会は、会員のみなさまの会費と、主旨に賛同いただいている募金に
よって運営しています。
２０２０年は「つどい」を１０月３１日～１１月１日に千葉で開催するなど様々な取り組み
が予定されています。
２０２０年度（２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日）の会費納入のほど、よろしくお
願いいたします。
個人会員（医師・歯科医師、医学者） １０，０００円
研修医（卒後２年まで） ３，０００円
医・歯学生会員 １，０００円
賛助会員 １，０００円

振込先
◇りそな銀行 新都心営業部 普通 １ ５ ５ ７ ５ ０ ２
「反核医師・医学者の集い」
◇ゆうちょ銀行 （他銀行からの振り込みの場合） ○一九支店
当座 ０ ０ ５ ６ ７ ６ ４ 「反核医師・医学者の集い」
◇郵便振替 ０ ０ １ ７ ０－７－５ ６ ７ ６ ４ 「反核医師・医学者の集い」

会費納入のおねがい

「
原
発
事
故
の
心
理
・

社
会
的
影
響
」に
つ
い
て

１１/２３・２４１１/２３・２４

堀
有
伸
先
生（
ほ
り
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
：

南
相
馬
市
開
業
）の
講
演
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判
決
後
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
と
決
意
表
明
を
さ
れ
る

原
告
の
内
藤
さ
ん

２
月
２５
日

最
高
裁
で
ノ

ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟
の

判
決
が
出
さ
れ
た
。
争
点
は

原
告
が
受
け
て
い
た
診
療
が

「
要
治
療
性
」
の
要
件
を
満

た
す
か
否
か
で
あ
る
。

広
島
高
裁
は
白
内
障
に
対

し
て
、
必
要
な
時
期
に
手
術

を
お
こ
な
う
べ
く
点
眼
で
経

過
観
察
し
て
い
た
原
告
は
要

医
療
性
の
要
件
を
満
た
す
と

し
た
が
、
福
岡
高
裁
は
満
た

さ
な
い
と
し
て
判
断
が
分
か

れ
た
。

慢
性
甲
状
腺
炎
で
ホ
ル
モ

ン
剤
の
内
服
は
し
て
い
な
い

が
経
過
観
察
し
て
い
た
原
告

を
名
古
屋
高
裁
は
要
治
療
性

あ
り
と
し
た
が
国
が
控
訴
し

た
。２

人
の
被
爆
者
が
最
高
裁

で
初
め
て
証
言
を
さ
れ
た
。

名
古
屋
の
高
井
ツ
タ
エ
さ

ん
は
「
長
崎
被
爆
で
急
性
症

状
が
あ
り
、
原
因
不
明
の
体

調
不
良
に
苦
し
め
ら
れ
続
け

て
き
ま
し
た
。
ど
う
か
被
爆

者
を
助
け
る
判
断
を
下
し
て

く
だ
さ
い
。
被
爆
者
の
苦
し

み
に
報
い
る
た
め
原
爆
の
よ

う
な
残
酷
な
兵
器
を
世
界
か

ら
無
く
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
」

広
島
の
内
藤
淑
子
さ
ん
は

「
１１
ヶ
月
の
時
、
母
の
背
中

で
被
爆
し
、
２
人
の
姉
を
原

爆
で
失
い
ま
し
た
。
急
性
症

状
が
あ
り
、
体
の
弱
い
子
ど

も
で
し
た
。
成
人
し
て
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
の
病
気
に
か
か

り
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
小
学

校
か
ら
め
が
ね
を
か
け
、
４０

代
後
半
か
ら
視
力
が
低
下
し

て
白
内
障
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
毎
月
眼
科
を
受
診
し
て

点
眼
薬
を
さ
し
て
お
り
、
昨

年
右
目
を
手
術
し
ま
し
た
。

２
人
の
こ
ど
も
の
健
康
も
心

配
で
す
。
私
た
ち
が
体
験
し

た
こ
と
は
地
球
上
の
ど
こ
で

も
２
度
と
起
こ
っ
て
は
い
け

な
い
の
で
す
」

判
決
は
「
要
医
療
性
」
の

要
件
は
「
当
該
疾
病
の
悪
化

に
よ
っ
て
重
大
な
結
果
が
生

じ
る
医
学
的
蓋
然
性
が
高
い

た
め
行
わ
れ
て
い
る
場
合
」

で
あ
り
３
人
の
原
告
は
非
該

当
と
し
た
。

集
団
訴
訟
の
勝
訴
で
原
爆

症
認
定
の
門
戸
は
広
が
っ
た

が
、
３
年
ご
と
の
更
新
審
査

を
厳
し
く
し
た
た
め
医
療
特

別
手
当
か
ら
特
別
手
当
に
格

下
げ
と
な
る
被
爆
者
が
増
加

し
て
い
る
。
癌
で
の
新
規
認

定
に
際
し
て
は
要
医
療
性
を

認
め
る
期
間
を
乳
癌
、
甲
状

腺
癌
、
尿
路
な
ど
は
１０
年
、

そ
の
他
は
５
年
と
す
る
こ
と

を
明
示
し
た
。
判
決
は
こ
れ

ら
の
被
爆
者
援
護
足
切
り
施

策
を
最
高
裁
が
追
認
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

原
告
側
は
「
司
法
が
積
み

重
ね
て
き
た
被
爆
者
を
救
済

す
る
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢

に
自
ら
反
す
る
判
断
を
行
っ

た
」
と
し
て
抗
議
声
明
を
出

し
た
。

原
告
の
内
藤
さ
ん
は
「
国

は
も
っ
と
被
爆
者
に
よ
り
そ

っ
て
ほ
し
い
。
判
決
で
心
が

折
れ
た
が
、
皆
さ
ん
が
応
援

し
て
下
さ
る
の
で
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
た
。

ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴

訟
は
１
２
０
人
の
原
告
の
う

ち
１
０
１
人
が
訴
訟
を
終
わ

り
、
勝
率
は
８４
％
、
地
裁
１

人
、
高
裁
１８
人
の
た
た
か
い

が
正
念
場
に
き
て
い
る
。
被

爆
者
援
護
の
改
善
と
核
兵
器

廃
絶
を
め
ざ
し
て
頑
張
ろ

う
。

２
０
１
９
年
１２
月
６
日
、

反
核
医
師
の
会
、
近
畿
反
核

医
師
懇
談
会
、
保
団
連
非
核

平
和
部
は
、
日
本
政
府
が
国

連
総
会
と
来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
に
お
い
て
、
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
て
よ
り
積
極

的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
外

務
省
に
要
請
を
行
っ
た
。
外

務
省
へ
の
要
請
は
２
０
１
６

年
か
ら
５
回
目
と
な
り
、
今

回
は
外
務
省
軍
縮
不
拡
散
・

科
学
部
軍
備
管
理
軍
縮
課
の

小
林
伸
一
課
長
補
佐
に
対
応

し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
、
反
核
医
師
の
会
か

ら
要
請
項
目
の
概
要
を
述

べ
、
さ
ら
に
七
四
回
国
連
総

会
に
出
さ
れ
た「
日
本
決
議
」

に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の「
日

本
決
議
」
や
国
連
で
の
合
意

事
項
を
踏
ま
え
て
い
な
い

点
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
で
の
合
意
を
踏

み
に
じ
っ
て
い
る
米
ロ
を
中

心
と
す
る
核
兵
器
国
へ
の
言

及
が
な
い
点
、
さ
ら
に
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

一
言
も
触
れ
て
い
な
い
点
な

ど
、
従
来
の
決
議
か
ら
大
き

く
後
退
し
て
い
る
点
な
ど
を

指
摘
し
た
。

小
林
課
長
か
ら
は
、
今
回

の
決
議
は
従
来
の
延
長
線
上

で
は
な
く
、
当
面
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
将
来
に
向
け
て

の
課
題
に
分
け
て
整
理
し

た
。
前
者
は
、
透
明
性
と
信

頼
、
核
爆
発
の
リ
ス
ク
の
軽

減
、
核
分
裂
性
物
質
の
生
産

を
禁
止
す
る
こ
と
な
ど
の
６

点
で
、
後
者
は
未
来
志
向
の

対
話
を
す
る
た
め
に
、
核
政

策
や
ド
ク
ト
リ
ン
に
つ
い
て

各
国
が
双
方
向
の
論
議
を
行

う
こ
と
、
核
軍
縮
と
安
全
保

障
の
関
係
に
つ
い
て
論
議
を

す
る
こ
と
な
ど
の
３
点
だ
と

説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
「
こ
れ
ま
で
核
兵

器
の
廃
絶
に
向
け
て
ブ
ロ
ッ

ク
を
積
ん
で
き
た
が
、
そ
の

ブ
ロ
ッ
ク
が
崩
れ
て
い
る
。

こ
の
決
議
か
ら
は
危
機
感
が

感
じ
ら
れ
な
い
」
と
の
指
摘

に
対
し
て
、
危
機
感
は
共
有

し
て
お
り
、
日
本
と
し
て
は

賢
人
会
議
や
Ｎ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
の
国

々
と
の
協
議
な
ど
、
各
国
と

努
力
は
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
決
議
の
中
で
、
「
『
非
核

兵
器
地
帯
を
さ
ら
に
創
設
す

る
』と
い
う
文
言
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
北
東
ア
ジ
ア
の
非

核
地
帯
を
意
味
す
る
の
か
」

に
対
し
て
は
、
こ
の
表
現
は

一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、
北

朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
な
ど

と
の
関
係
で
、
現
在
北
東
ア

ジ
ア
は
そ
う
い
う
状
況
に
は

な
い
。
ま
た
、
「
武
力
の
均

衡
と
い
う
の
は
危
う
い
も
の

で
、
一
旦
、
崩
れ
た
ら
大
変

な
こ
と
に
な
る
。
重
要
な
の

は
外
交
努
力
、
人
的
な
交
流

が
必
要
だ
。
ロ
ー
マ
教
皇
も

そ
の
よ
う
に
訴
え
ら
れ
た
」

と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
教

皇
は
い
ろ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
せ
ら
れ
た
が
一
致
す
る

所
も
あ
る
し
、
一
致
し
な
い

所
も
あ
る
な
ど
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
の
見
通
し
は
、
黙
っ
て
合

意
が
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
核
兵
器
国
の
核
開
発
の

強
化
な
ど
厳
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
は
、
核

兵
器
禁
止
条
約
や
Ｉ
Ｎ
Ｆ
な

ど
の
様
々
な
所
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
な
ん
ら

か
の
成
果
が
あ
が
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
と
述
べ
ら
れ

た
。

要請の模様

要請書を渡す中川武夫代表世話人

ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟

ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟

ＮＰＴ再検討会議の成功が不可欠ＮＰＴ再検討会議の成功が不可欠

最
高
裁
で
不
当
判
決

三団体による外務省要請について（２０１９年１２月６日）

常
任
世
話
人

青
木
克
明

代
表
世
話
人

原

和
人
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
今
年
は
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
Ｉ

Ｎ
Ｆ
（
中
距
離
核
戦
力
）
全

廃
条
約
か
ら
の
離
脱
を
宣
言

し
、
米
ロ
の
核
軍
拡
に
拍
車

が
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

米
軍
は
、
日
本
と
く
に
沖
縄

に
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
配
備

計
画
を
持
っ
て
い
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
米
国
は
（
そ

れ
に
触
発
さ
れ
て
ロ
シ
ア

も
）
、
広
島
や
長
崎
の
核
よ

り
威
力
を
落
と
し
た
「
使
え

る
小
型
核
兵
器
」
を
す
で
に

開
発
中
だ
と
い
う
。米
国
は
、

現
在
も
「
核
先
制
攻
撃
」
を

否
定
し
て
い
な
い
。

本
書
は
、
東
西
冷
戦
の
最

中
米
国
最
大
の
兵
器
会
社
で

あ
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
技
術

部
門
に
１６
年
間
在
職
し
、
潜

水
艦
発
射
弾
道
弾
の
す
べ
て

の
設
計
に
た
ず
さ
わ
っ
た
技

術
者
に
よ
る
、
米
国
の
核
開

発
の
現
場
報
告
で
あ
る
。
米

国
は
、本
気
で「
ソ
連
が
反
撃

に
出
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
核
先

制
攻
撃
の
第
一
撃
」
が
で
き

な
い
か
を
研
究
し
て
い
た
。

「
１
９
６
７
年
に
、
当
時

の
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ

国
防
長
官
は
、
「
ソ
連
の
場

合
に
は
、
た
と
え
ば
人
口
の

五
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
を

失
わ
せ
、
工
業
能
力
の
二
分

の
一
か
ら
三
分
の
二
を
破
壊

す
れ
ば
、
長
期
に
わ
た
っ
て

大
国
の
仲
間
入
り
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
」と
証
言
し
」、

「
国
防
総
省
に
よ
れ
ば
１
０

０
発
の
小
型
核
爆
弾
が
あ
れ

ば
、
抑
止
力
と
し
て
効
果
十

分
な
破
壊
を
加
え
う
る
」
と

い
う
考
え
か
ら
、
ソ
連
の
主

要
な
１
０
０
の
都
市
を
攻
撃

目
標
に
挙
げ
て
い
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
核
兵
器
を
持
つ

国
と
人
（
指
導
者
）
は
か
く

も
お
ぞ
ま
し
く
な
る
、
と
い

う
こ
と
だ
。

著
者
は
、
核
兵
器
開
発
の

技
術
者
と
し
て
、
「
自
分
が

作
り
上
げ
た
物
の
正
体
を
確

認
し
た
時
（
ポ
セ
イ
ド
ン
兵

器
シ
ス
テ
ム
は
８
０
０
０
万

人
に
の
ぼ
る
人
命
を
奪
う
効

果
を
持
つ
）、私
は
若
干
の
む

か
つ
き
を
覚
え
た
。
」
「
し

か
も
、
職
場
で
も
ほ
と
ん
ど

の
人
が
自
分
の
し
て
い
る
努

力
に
つ
い
て
、
戦
争
防
止
の

視
点
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て

い
な
い
こ
と
に
も
気
づ
い

た
。
」
「
私
の
内
部
で
、
何

か
が
こ
れ
と
闘
っ
て
い
た
。

（
中
略
）「
自
分
・
対
・
物
」

か
ら
「
我
・
対
・
汝
」
へ
の

転
換
―
そ
れ
は
防
衛
産
業
に

お
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

の
経
歴
へ
の
弔
鐘
を
意
味
す

る
―
に
私
の
焦
点
は
向
け
ら

れ
た
。
」
著
者
は
、
技
術
者

の
良
心
、
倫
理
に
従
っ
た
。

か
く
て
、
著
者
は
「
生
活
の

糧
」
と
「
輝
け
る
未
来
の
キ

ャ
リ
ア
」
を
捨
て
、
ロ
ッ
キ

ー
ド
社
を
退
職
し
、
戦
争
と

核
戦
争
に
反
対
す
る
生
活
に

飛
び
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
家
族
の
同
意
も
必

要
で
あ
っ
た
。

近
年
、
防
衛
省
に
よ
る
軍

事
研
究
予
算
が
全
国
の
大
学

研
究
者
に
提
供
さ
れ
、
日
本

学
術
会
議
や
日
本
科
学
者
会

議
は
、
こ
れ
に
反
対
し
科
学

者
・
技
術
者
に
軍
事
研
究
に

加
担
し
な
い
よ
う
に
呼
び
掛

け
て
い
る
。
「
自
分
が
し
な

く
て
も
誰
か
が
同
じ
こ
と
を

や
る
」
と
言
い
訳
し
て
軍
事

研
究
に
埋
没
す
る
研
究
者
も

い
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
そ

の
よ
う
な
誘
惑
に
も
抗
す
る

格
好
な
本
で
あ
り
、
４０
年

前
の
新
書
と
は
思
え
な
い
現

実
感
を
持
っ
て
い
る
。

福岡県反核医師の会ニュース
レター№１０６（２０１９年１１月５日
付）より転載

【お知らせ】
新型コロナウイルスによるパンデミ

ックのため、以下の会議は中止・延期
となりました（延期後の日程について
は未定です）。

・ＮＰＴ再検討会議
（４月～）

・原水禁世界大会 in ニューヨーク
（４月２５日（土）～２７日（月））

・ＩＰＰＮＷ第２３回世界大会ケニア
（５月２６日（火）～２８日（木））

ヒバクシャ国際署名を集めましょう
４月末から開始予定だったＮＰＴ再検討会議が、

新型コロナウイルスのパンデミックのため、延期と
なりました。
ヒバクシャ国際署名は、現在までに１０５１万７８７２筆

集められています。
今後、１０月の国連総会にあわせて提出される予定

です。当面、９月１８日（金）が締め切りになります
ので、署名数の集約は、これまで報告してきた団体
にお願いします。
ヒバクシャ国際署名を広く集めて、国連に提出し

ましょう。

【訂正】
前号７２号２面『地域か

らの報告』の紹介中、「平
信行氏」とあるのは「守
田敏也氏」の誤りでした。
おわびして訂正します。

『
核
先
制
攻
撃
症
候
群

―
ミ
サ
イ
ル
設
計
技
師
の
告
発
―
』

（
岩
波
書
店

Ｒ
．
Ｃ
．
オ
ル
ド
リ
ッ
ジ
著
／
服
部
学
訳
）

（
１
９
７
８
年
６
月
発
行
）

常任世話人
岡本 茂樹

読書案内
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